
1 大 会 名 称 第３２回ＩＢＡ秋季東日本大会（兼・海外遠征選手選考大会）

2 趣 旨 少年・少女の健全育成と、国際交流推進の為の海外派遣選手選考会

を兼ねる。選手の親睦と交流を図り、併せて軟式野球の普及に務める

3 主 催 公益社団法人少年軟式野球国際交流協会（IBA－ｂｏｙｓ）

4 後 援 江戸川区学童少年軟式野球連盟、ナガセケンコー株式会社

5 大 会 期 日 平成２６年１０月１８日（土）、１９日（日）、１０月２５日（土・予備日）

6 会 場 江戸川区河川敷球場

7 開 会 式 １０月１８（土）ＡＭ８：００より「江戸川区河川敷球場Ａ面」にて行う

※チームプラカード持参のこと

8 参 加 規 程 平成２６年度スポーツ安全保険に加入済みの選抜もしくは単独チーム。

9 チーム 編成 小学校６年生以下の選手１６名以内で構成された選抜・単独チーム

背番号は（選手０～２７、コーチ２８．２９、監督３０）とする

10 大 会 規 則 (1)試合方法・６回戦１時間２０分のタイムゲーム制による、トーナメント方式

(2)競技規則・「２０１４年度公認野球規則」「全日本軟式野球連盟競技者

必携」及び「ＩＢＡ－ｂｏｙｓ大会運営規定」を適用する。

11 大会使用球 ケンコーワールドＣ号

12 投 球 回 数 投手の投球回数は一人一日６回戦の試合では６回までとする。投球１球でも

１回とカウントする。但し、登板試合のサドンデス回（最大２回）は投球回数に

含めない。サドンデス回のみの登板は投球回数にカウントする。

大会はダブルヘッダーの試合を余儀なくされるので投手、捕手を２名以上育成

し大会に参加すること。

13 健 康 管 理 保護者２名が健康管理（給水を含む）のためベンチに入ることができる。

14 審判員の帯同 大会期間中、各チーム審判員１名の参加が必要です。

15 表 彰 ａ 優勝チームには賞状・優勝旗、優勝カップ、優勝記念メダルを授与する。

(各ﾌﾞﾛｯｸ毎） 尚、優勝旗は持ち回りとし、翌年の大会で返還する。

ｂ 準優勝チームには賞状、準優勝楯、準優勝記念メダルを授与する。

ｃ 第３位チームには賞状、第３位楯を授与する。

ｄ 最優秀選手賞１名に賞状及び記念メダルを授与する。

ｅ 優秀選手賞各チーム３名にメダルを授与する。（３位以下チーム）

ｆ ホームランにはホームラン賞（メダル）を授与する。

（大会期間中1人１個）

ｇ 優勝チーム、準優勝チーム、優秀選手賞受賞選手、ホームラン賞受賞選手は

諸羅山盃大会、オーストラリア（メルボルン）遠征に参加する権利を得る。

第３２回ＩＢＡ秋季東日本大会実施要項　
（兼・海外遠征選手選考大会）



16 記録員 自チームの試合時に記録員を１名お願いします。

17 海外派遣枠

派遣先 募集予定人数 派遣期間 派遣費用 権利枠
２０１４年予定

　台湾 　選手８０名 約１８万円 各ブロック
　嘉義市・桃園縣 　役員１８名 　１２月１９日～ 優勝チーム
　第１７回諸羅山盃大会 　　　　２８日　９泊 準優勝チーム
　及び桃園大会参加 　※保護者応援可

　※ホテル宿泊
　（チームで参加）

　オーストラリア 　選手６０名 　２０１５年予定 優秀選手から
　メルボルン 　役員１0名 約３１万円 優勝、準優勝の選手

　３月２５日～ ※ﾕﾆﾌｫｰﾑ代含各チームの優秀選手

※全泊Homestay 　　　　　４月３日 ホームラン賞受賞選手

※　派遣費用については、正式な航空運賃が提示されていませんので、概算とさせて戴きます。

18 大会参加費 抽選終了後は、理由の如何を問わず返金はいたしません。（大会運営規定第５条の３）

19 参加申込 ９月３０日（火）迄に参加申込書に選抜・単独いずれか○印を記入の上、

郵送・ＦＡＸ等で申込をする。（支部長の了解のもと）

参加料振り込み確認と参加申込書を確認して参加登録をします。

　申込先（公社）少年軟式野球国際交流協会

　〒131-0031　東京都墨田区墨田２－３４－９

　Ｔｅｌ　０３－６６５７－２９１０　　ｆａｘ　０３－６６５７－２９３０

１チーム／￥１０．０００を９月３０日（火）迄に下記銀行口座

に振り込みして下さい。（チーム名で）

　東京東信用金庫　　深川支店（普通）　０２６９２６３

　（公社）少年軟式野球国際交流協会

20 監督会議 ★監督会議に於いて抽選会を行う。  

日時　　 １０月４日（土）　１８時～

場所　　 すみだ産業会館　会議室３墨田区江東橋3丁目９番１０号
※ＪＲ総武線　錦糸町駅前　マルイデパートビル９階　駐車場有り（有料）
別紙地図参照

監督会議にて趣旨徹底いたしたく、必ずご出席ください。
尚、監督が出席できない場合は代理を出席させてください。

※選抜１６ﾁｰﾑ（１ﾌﾞﾛｯｸ）、単独４８チｰﾑ（３ﾌﾞﾛｯｸ）をもって、受付を終了いたします。

予選大会敗者ﾁｰﾑは嘉義及び桃園縣にて親善交流試合に出場


